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死者３名、負傷者１名
家屋全壊２戸

うんぜんし おばまちょう

令和３年８月の前線性の大雨による河川氾濫、土砂災害等について

○ 国管理の六角川水系六角川、江の川水系江の川等をはじめ、都道府県管理を合わせて２６水系６７河川で、河川から
の氾濫等の被害が発生。このほか、河川沿いの内水などの被害を含めると、合計２９水系８９河川で被害を確認。

○ ３２都府県で３８８件の土砂災害が発生し、長崎県雲仙市や長野県岡谷市で死者６名の人的被害。

国土交通省 水管理・国土保全局

ちくご

筑後川水系
たちあらい じんや いけまち かなまる しもゆげ きりとおし

大刀洗川、陣屋川、池町川、金丸川、下弓削川、切通川、
ぬま こもりの しあんばし え おおたに ふどう

沼川、小森野川、思案橋川、江川、大谷川、不動川、
うだぬき やまのい やまそだに ちじ

宇田貫川、山ノ井川、山曽谷川、築地川、
さんぼんまつ にしだ くす

三本松川、西田川、玖珠川（溢水）

ごうのかわ ごうのかわ

江の川水系江の川（溢水）

広島県三次市【国】
みよし

おおた すずはり

太田川水系鈴張川（溢水）

おおがきし

ひたし

長崎県雲仙市小浜町雲仙

ごうのかわ かんむり いではら ほんむら

江の川水系冠川、出原川、本村川（溢水）

くずりゅう あら

九頭竜川水系荒川（溢水）

ごうのかわろっかく

うんぜん

ごうのかわ ごうのかわ

江の川水系江の川（溢水）
ごうつ かわもと みさと

島根県江津市、川本町、美郷町【国】

せき せき さかい さかい

関川水系関川、境川水系境川、
きくち じっちょう

菊池川水系十町川（溢水）

まつうら まつうら

松浦川水系松浦川（溢水）

やべ くま

矢部川水系隈川、
くすだ

楠田川（溢水）

よど さんみょう

淀川水系三明川（溢水）

令和3年9月2日8:00時点

しょうない

庄内川水系
くぼはら おり

久保原川、小里川（溢水）

おかや

ごうのかわ やと たづたに つち

江の川水系八戸川、田津谷川、都治川、
おくだに ながら やだに みたに

奥谷川、長良川、矢田川、三谷川、
きみたに こうきだに

君谷川、河木谷川（溢水）

おざや よかり

大鞘川水系夜狩川（溢水）

たかつ つわの

高津川水系津和野川（溢水）

きそ すいもん さい

木曽川水系水門川、犀川
かも ひだ

加茂川、飛騨川（溢水）

長野県岡谷市川岸東
おかやし かわぎしひがし

死者３名、負傷者２名
けど けど

花渡川水系花渡川（溢水）

よど あんしょうじ

淀川水系安祥寺川、
きゅうあんしょうじ しら

旧安祥寺川、白川（溢水）

ふくだ しんじょう

福田川水系新庄川（溢水）

とよがわ とよがわ

豊川水系豊川（溢水）
とよはし とよかわ

愛知県豊橋市、豊川市【国】

あきたかたし

ごうのかわ たじひ

江の川水系多治比川（堤防決壊）

広島県安芸高田市【県】
応急対策済

あきたかた

ろっかく ろっかく

六角川水系六角川（越水・内水）

浸水解消佐賀県武雄市【国】
たけお

ぬた にゅうの

沼田川水系入野川（堤防決壊）
むくなし

椋梨川（越水）

応急対策済
よいちみょう

与市明川水系
よいちみょう

与市明川（溢水）

おおい おおい

大井川水系大井川（溢水）

ともだ ともだ こや こや

友田川水系友田川、木屋川水系木屋川（溢水）

なか くわの

那賀川水系桑野川（溢水）
あなん

徳島県阿南市【国】

ありうら ありうら

有浦川水系有浦川（溢水）

きそ さそ

木曽川水系木曽川（侵食）

新潟県

あがの こがらす

阿賀野川水系小烏川（溢水）

○洪水調節を実施したダム ２３１ダム （8/24 17:00時点 速報）
うち事前放流を実施したダム ６８ダム
うち事前放流を実施していないダム １６３ダム
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令和3年8月の前線に伴う大雨の状況及び治水対策の効果
（平成30年7月豪雨（西日本豪雨）との比較）

○ 令和3年8月の前線に伴う大雨は、総降水量で比較した場合、平成30年7月豪雨と概ね同じ規模【①】
○ 今回の大雨にあたっては、ダムの事前放流として西日本を中心とする68ダムで八ッ場ダム約0.8個分に相当する約7,500万ｍ３の容量

を確保【②】
○ また、平成30年以降、「防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策」として、九州、中国地方の河川においてここ3年間でダンプ約

230万台に相当する約1130万m3の河道掘削を新たに実施するなど、水位低下対策の取組を推進【③】
○ そのこともあって、平成30年7月豪雨では315河川において氾濫等が発生したのに対し、今回の大雨では氾濫等が発生した河川が89河

川に抑えられた【④】

① 総降水量 ② ダムの洪水調節のための確保容量

③ 「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」
による河道掘削

④ 氾濫等発生河川数

【全国主要地点における８日間降水量の総和】

河道掘削量（m3）

中国地方 九州地方 （参考）全国

国管理
河川

約340万
m3

約400万
m3

約3,000万
m3

県管理
河川

約110万
m3

約280万
m3

約1,500万
m3

合計

約450万
m3

約680万
m3

約4,500万
m3約1,130万m3

（ダンプトラック
約230万台に相当）

※10tダンプトラックを想定し、１台あたりの積載量は5m3として換算

※1 氾濫や河川沿いの内水などの被害が確認された水系数・河川数を計上
※2 出典：平成30年7月豪雨による被害状況等について（第52報：国土交通省）
※3 出典：令和3年8月11日からの大雨による被害状況等について（第18報：国土交通省）

＜平成30年7月豪雨＞ ＜令和3年8月前線大雨＞

【３か年緊急対策による河道掘削量（H30～R2）】 【氾濫等発生河川数】

＜平成30年7月豪雨＞小田川における
浸水被害（岡山県倉敷市）

R3.8.24_17:00時点版

＜令和3年8月前線大雨＞池町川（県管理）
における浸水被害（福岡県久留米市）

提供：久留米市

河道掘削事例（佐波川水系佐波川（山口県防府市））

佐波川

佐波川

掘削実施前（R2.5）

掘削実施後（R3.4）

平成30年7月
豪雨

令和3年8月
前線大雨

事前放流に
よる

確保容量

（国交省
所管ダム＋
利水ダム）

0.75億m3
（7500万m3）
〔68ダム〕
（八ッ場ダム
約0.8個分）

※事前放流の対象ダムは全国で1477ダム（令和3年5月時点）となってお
り、これらの対象ダムの事前放流により、最大で八ッ場ダム約58個分
の容量が確保可能

※事前放流の実績としては、令和２年７月豪雨では全国で八ッ場ダム約
0.8個分、令和2年台風第10号では全国で八ッ場ダム約0.5個分の容量
を確保

【ダムの事前放流による洪水調節のための確保容量】 大町ダム事前放流の様子
（国交省管理多目的ダム（長野県）、

信濃川水系高瀬川）

事前放流実施ダム数

多目的ダム（直轄） 9 ダム

多目的ダム（水機構） 7 ダム

多目的ダム（道府県） 21 ダム

利水ダム 31 ダム

合 計 68 ダム

平成30年7月豪雨※2 令和3年8月前線大雨※3

国管理 22水系47河川 5水系8河川

都道府県管理 69水系268河川 27水系81河川

合計 75水系315河川 29水系89河川

8日間降水量の総和：
約21.1万mm(962地点)

8日間降水量の総和：
約21.6万mm（962地点）
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３か年緊急対策（河道掘削） ３か年緊急対策
（河道掘削）

さつま町

「防災・減災、国土強靭化」事業と鶴田ダムの洪水調節容量の増強等により川内川洪水被害を大幅に軽減

鶴田ダム
つるだ

激特事業区間（羽月川）
はづきがわ

薩摩川内市
さ つま せ んだ いし

おおくちかなはだ えのきづる

A
A’

せんだいがわ

湧水町
ゆうすいちょう

位置図
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446
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雨量(mm) 宮之城

H18.7 R2.7 R3.7

みやの
じょう宮之城雨量観測所（鹿児島県さつま町）

A’

A

Ｂ’Ｂ

３か年緊急対策

河道掘削前（Ｒ1.9撮影）

３か年緊急対
策

河道掘削後（Ｒ2.3撮影）
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R3.7洪水 鶴田ダムの貯水位の変化
満水位 160.0m

事業前の貯水位133.0m

今回の洪水流入前の貯水位116.4m

洪水を迎えるにあたっての
貯水位低下（更なる容量の増）

事業後の貯水位121.1m

事業による
洪水のための容量の増

7月9日 7月10日 7月11日

満水位まで約6mと迫ったが、
緊急放流に至ることなく、
ダムに洪水を貯留し、
下流の浸水被害の軽減に寄与

約12m

約5m

約6m

ダムの断面
（イメージ）

利水容量

堆砂

ダ
ム
堤
体

より低い位置に
放流設備を増設

既設の放流設備

鶴田ダムの洪水調節容量の増強（Ｈ30.10完）

事
業
後
の
洪
水
調
節
容
量

事
業
前
の

洪
水
調
節
容
量

【羽月川河道掘削量】
激特事業 ：約16万
m3
３か年緊急対策等：約46万
m3
河道掘削量 計：約62万
m3

※川内川の
数量
の内数

R3.7内水被害箇所排水状況

国土交通省
排水ポンプ車

川内川右岸36K800付近
（鹿児島県さつま町）

えびの市

ちょう
激特事業で実施した分水路整備

推込分水路整備
（H23完成）

宮之城橋

宮都大橋

激特事業

しごめ

みやこおおはし

みやのじょうばし

H18.7洪水実績浸水範
囲

主な事業 事業費 対策期間

激特事業 約375億円 H18～H23

３か年緊急対策
※ただし諸費を除く

約101億円 H30～R2

鶴田ダムの
洪水調節容量の増強

約711憶円 H19～H30

計画高水位

鹿児島県さつま町虎居地先（川内川37k700付近）

河川改修及び鶴田ダムの洪水調節容量の増強を
実施しなかった場合の水位※ AA’

約1.8m
水位低減

※H18以前の河道断面を用いて今回出水流量時の水位を推算

今回ピーク水位

【川内川河道掘削量全体】
激特事業 ：約200万m3
３か年緊急対策等：約134万m3
河道掘削量 計：約334万m3

とらい

河道掘削
（激特事業）

築堤
（激特事業）

みやのじょう

鹿児島県伊佐市大口下殿地先（羽月川0k600付近）

今回水位

河川改修を実施しなかった場合の水位※

約3.1m
水位低減

※H18以前の河道断面を用いて今回出水流量時の水位を推算

BB’
計画高水位

河道掘削（激特事業）
河道掘削

（３か年緊急対策等）

築堤（激特事業）

伊佐市
い さ し

３か年緊急対策
（河道掘削）

凡例

実績浸水範囲（戦後最大のH18.7洪水）
実績浸水範囲（R3.7洪水）
大臣管理区間

〇 九州南部における今回（R3.7）の降雨は、戦後最大の被害をもたらしたH18.7洪水時の雨量に匹敵。国管理区間の氾濫による被害を防止しました。
〇 これは、 ① H18からの河川激甚災害対策特別緊急事業等（激特事業）【河道掘削、鶴田ダムの洪水調節容量の増強等】

② H30からの「３か年緊急対策のための臨時・特別の措置」【河道掘削等】
③ 事前の放流による洪水調節機能の強化（ダムの有効活用） によるものです。

〇 H18.7洪水と今回を比較すると、死者数(2名→0名) 、浸水面積(約2,800ha→約1,260ha※)、浸水戸数(約2,350戸→約140戸※)を大幅に軽減しています。（令和3年8月24日時点）
〇 一方、県管理区間の氾濫や内水氾濫による被害は甚大であり、早期復旧及び流域治水の観点から、更なる国土強靭化が必要です。
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三
篠
川

◎広島市安佐北区役所

◎
可部中学校

◎消防署

南
原
川

◎可部小学校

54
191

54

浸水想定区域

み
さ
さ
が
わ

広島市安佐北区可部
ひろしま あさきたく かべ

広島市安佐北区可部東
ひろしま あさきたく かべひがし

◎安佐市民病院

可部出張所
◎

平成26年8月豪雨浸水範囲

根谷川
ねのたにがわ

■根谷川流域では、前線の影響により広島市安佐北区の大林観測所では降り始めからの累加雨量が平成26年8月の250mmを上回る487mmを記録。

■平成26年8月洪水による根谷川の氾濫後、河川改修事業で引堤を進め、３カ年緊急対策により３か年前倒しで完了するとともに河道掘削と堰撤去を実施。

これらの事業により今回の洪水では、平成26年8月に浸水被害のあった約37haの土地、約350戸の浸水家屋について浸水被害を防止。

※数値等は速報値のため、今後の精査等により変更する場合があります。

おおばやし

「防災・減災、国土強靭化」事業等により太田川水系根谷川の浸水被害を防止
ねのたにがわおおたがわ

広島県位置図

根谷川

広島県広島市安佐北区寺山・中島地先

太田川

あさきたく てらやま なかしま

整備後

事業 対策内容 事業費 対策期間
河川改修事業
＋３か年緊急対策

引堤 約55億円 H23～R2

３か年緊急対策 河道掘削、堰撤去 約5億円 H30～R2

引堤・河道掘削・
堰改築

A’

A
350

0

100
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400

H26 R3

浸水家屋数

浸水被害
なし

（戸）

37

0

10
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40

H26 R3

浸水面積

浸水被害
なし

（ha）

今回の洪水状況(R3.8.14)

越水
根谷川

H26年8月20日4時
根谷川4k200付近

R3年8月14日9時

H26年8月洪水の状況

河川改修による水位低減効果（4k200付近）

A’A

整備前

今回水位

整備前水位

築堤

河道掘削整備後
氾濫危険水位

引堤
築堤 計画高水位

約100cmの
水位低減

ねのたにがわ

整備前 河道掘削

堰撤去
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いずもしくにどみちょうなかむら たんぼりがわ

島根県出雲市国富町中村 （丹堀川）

災害発生日：令和３年７月７日
保全対象(当該渓流の土砂災害警戒区域内)：
人家戸数35戸

土石流発生直後(R3.7.15撮影)

しもきたぐんかざまうらむらしもふろ しんゆかわ

青森県下北郡風間浦村下風呂 （新湯川）

災害発生日：令和３年８月10日
保全対象（当該渓流の土砂災害警戒区域内）：
人家戸数21戸（下風呂温泉街）、国道279号

新湯川４号砂防堰堤による流木捕捉状況

新湯川３号砂防堰堤による流木捕捉状況

ふくろいしかやま

静岡県袋井市萱間
やたのたに

（谷田ノ谷地区急傾斜地崩壊防止区域）

災害発生日：令和３年７月２日
※がけ崩れ土砂捕捉量：約340m3

がけ崩れ発生

急傾斜地崩壊防止施設
（落石防護柵及び擁壁）

土砂を捕捉し、人家集落に被害無

ひろしまし あさみなみく あいた やすかわしせん

広島県広島市安佐南区相田7丁目（安川支川）

災害発生日：令和３年８月14日
保全対象(当該渓流の土砂災害警戒区域内)：
人家戸数653戸

土石流発生直後(R3.8.15撮影)

きんりゅうちょう きんりゅうがわ

佐賀県佐賀市金立町 （金立川）

災害発生日：令和３年８月13日（推定）
保全対象(当該渓流の土砂災害警戒区域内)：
人家戸数23戸、長崎自動車道

①

③ ⑥④ ⑤

写真：アジア航測(株)提供

風間浦村下風呂①など２件

岡谷市川岸東② など７件

広島市安佐南区⑤ など８件

袋井市萱間③ で１件

氷見市で１件

出雲市国富町④ で１件

朝倉市で１件

佐賀市金立町⑥ で１件

令和３年７月以降、

全国から２５件の効果事例報告があった

富士宮市で２件

おかやしかわぎしひがし ほんざわかわ

長野県岡谷市川岸東 （本沢川）

災害発生日：令和３年８月15日
保全対象(当該渓流の土砂災害警戒区域内)：
人家戸数57戸、中央自動車道、JR中央本線

②

土石流発生直後
（R3.8.17撮影）

本沢川砂防堰堤

土石流発生後 （R3.8.15撮影）

中津川市で１件

令和３年７月以降の砂防施設の効果事例
令和３年９月８日現在速報版

5



災害発生日：令和３年８月１４日
降雨状況 ：累加雨量 541㎜

時間最大雨量 37㎜
※高瀬雨量観測所

発生箇所 ：広島県広島市安佐南区緑井８丁目
崩壊状況 ：土石流捕捉量 約4,500m3

状 況 ：８月１２日からの大雨により土石流が発生
したが、砂防堰堤及び遊砂地が整備されて
おり土砂及び流木を捕捉｡
下流地区への被害を未然に防止し、施設の
効果を発揮した。

（参考）対象渓流の土砂災害警戒区域内の人家戸数252戸

広島県

島根県

山口県

岡山県

鳥取県

広島西部山系
直轄砂防事業

広島県広島市
安佐南区緑井

位置図 全景

緑井８丁目

鳥越川１号
砂防堰堤

太田川

JR可部線

鳥越川１号砂防堰堤

土砂災害警戒区域

土石流発生前（H29.3.29撮影） 土石流発生直後(R3.8.15撮影)

平成28年３月完成

堰堤の諸元
堤長 L=88.0m 堤高 H=12.5m
堆砂容量 V=約2,500 m3

【施設効果事例】鳥越川１号砂防堰堤(広島県広島市安佐南区緑井８丁目)
とりごえがわ あさみなみ みどりい
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